
 

「南海トラフ地震臨時情報」への対応について 

１ 「南海トラフ地震臨時情報」が発表された場合 

南海トラフ沿いで異常な現象が観測された場合、状況に応じて以下の①～④のキーワードで南海トラフ地震臨時

情報が発表されます。 

（１）「① 調査中」「② 巨大地震注意」「④ 調査終了」のとき通常どおり学校の教育活動を行います。 

（２）「③ 巨大地震警戒」のとき 

   〇 登下校中の場合 → 自分の家か学校か近い方に避難します。 

   〇 在校中の場合  → 原則、学校に留め置きます。引き取り人が希望すれば引き渡します。 

     ※「引き取り人」とは、引き渡しカード（年度当初確認）に名前がある人です。 

   〇 在宅中の場合  → 自宅待機をし、学校からの連絡を待ってください。 

   ※「③ 巨大地震警戒」が発表された場合は、安全確保や今後の学校運営に関わる協議等

のため、３日間程度の休校となります。 

２ 地震発生時（震度５弱以上の地震） 

※震度４以下の場合でも、被害状況によっては、メールで引き取りの連絡をする場合があります。 
 

災害等で長時間の停電が発生している時の対応について 
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① 調査中 大規模地震との関連の調査を開始したり、調査を継続していたりする場合。 

② 巨大地震注意 ７日以内に、巨大地震が発生する確率が通常の数倍程度の状態である場合。 

③ 巨大地震警戒 ７日以内に、巨大地震が発生する確率が通常の 100倍程度の状態である場合。 

④ 調査終了 巨大地震警戒、巨大地震注意のいずれも当てはまらない場合。 

登校前 登下校中 在校中 

■原則として休校 

・防災機関や自主 

防災組織の指示 

に従います。 

■原則として休校 

・揺れが収まった後、学校

か自宅か、近い方に向か

います。安全が確認でき

る場所に避難する。 

■揺れが収まった後、一次避難としてグランドに集

合します。 

■安全確認後に、引き渡しを開始します。 

・児童を引き取る人に直接引き渡します。 

※児童を引き取る人（引き取り人）は、安全確認後、

直ちに学校へ徒歩で引き取りに来てください。 

★マチコミメール等の送受信ができないことが予想されます。そのため、 

【登校前】交通信号の復旧のめどが立たず、安全が確保できないような場合には、ご家庭

の判断で自宅待機をお願いします。 

【在校中】児童の引き渡しを行うため、気を付けてご来校ください。 
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